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臨時会で審議した案件

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
及
び
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付

金
の
支
給
に
係
る
経
費
等
に
つ
い

て
、
緊
急
を
要
す
る
た
め
、
11
月
臨

時
会
終
了
後
の
11
月
22
日
と
12
月

15
日
に
補
正
予
算
の
専
決
処
分
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

令和３年度 一般会計補正予算

会計名 補正額 補正後の予算総額
一般会計 1億172万７千円 357億9,885万8千円

専決日 補正額 予算総額

補正予算（第９号）
令和３年11月22日 15億5,804万5千円 373億5,690万3千円

補正予算（第10号）
令和３年12月15日 6億2,548万6千円 379億8,238万9千円

補正予算の主な内容

令和3年

臨時会
11月

会期／
11月16日　1日間

同
意
案
件

専
決
処
分

選
挙
管
理
委
員
選
挙

市長提出案件
同意案件	 3件
補正予算	 1件

　今期臨時会では、長引く新型コロナウイルス感染症拡大により、経済活動
への影響を受けている事業者に対して、国の臨時交付金を活用し支援する
ため、一般会計で総額１億１７２万７千円の補正予算を可決しました。

臨時会でこのようなことが決まりました　

●事業継続応援支援金給付事業‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１億25万円
（地域経済の活性化を促進するため、長引くコロナ禍の影響を受けつつも、感染症対
策の強化、事業活動の継続・立て直しのための取組みを行う、市内事業者への補助金
等を計上）

●市内タクシー感染症予防応援事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36万円
（市民の安全安心な移動手段を確保するため、車内における新型コロナウイルス感
染症拡大防止対策を行う、市内の一般タクシー事業者への補助金を計上）

●コミュニティバス等運行事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 96万７千円
（市民の安心安全な移動手段を確保するため、新型コロナウイルス感染症防止対策
として、市内で車内の密度を上げないように配慮した運行を行う路線バス事業者を
支援するための補助金を計上）

【
再
任
】  

松
尾
　
壯
典  

氏 （
揖
保
郡
太
子
町
東
出
）

【
再
任
】  

岸
田
　
信
行  

氏 （
揖
保
川
町
山
津
屋
）

【
新
任
】  

小
河
　
博
信  

氏 （
揖
保
町
栄
）

た
つ
の
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

た
つ
の
市
選
挙
管
理
委
員
及
び

同
補
充
員
を
選
出

た
つ
の
市
監
査
委
員
の
任
命
に

同
意

揖
龍
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意

【
委
　
員
】  

松
本
　
有
史  

氏 （
誉
田
町
福
田
）

糸
数
　
茂
美  

氏 （
新
宮
町
佐
野
）

圓
尾
　
初
彦  

氏 （
揖
保
川
町
正
條
）

古
西
　
利
朗  

氏 （
御
津
町
岩
見
）

【
補
充
員
】  
前
田
　
俊
幸  

氏 （
龍
野
町
大
道
）

福
井
　
廣
吉  

氏 （
新
宮
町
新
宮
）

武
本
　
一
秀  
氏 （
揖
保
川
町
市
場
）

髙
部
　
修
一  
氏 （
御
津
町
中
島
）

専決補正の内容

0282



定例会で審議した案件

令和3年

市長提出案件
同意案件	 1件
条例改正	 3件
補正予算	 5件
そ の 他	 3件

令和３年度 各会計別補正予算

会計名 補正額 補正後の予算総額
一般会計 ６億3,670万５千円 386億1,909万4千円

補正予算の主な内容

　今期定例会では、新型コロナウイルスワクチン３回目接種に係る委託費
等の補正のほか、補助事業の採択に伴う事業費の変更及び精算に要する
ため、一般会計で総額６億３，６７０万５千円の補正予算を可決しました。

定例会でこのようなことが決まりました

●ふるさと応援寄附金受入事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  5,996万９千円
（ふるさと応援寄附申込者数の増加に伴う事業費を追加）

●障害者自立支援給付事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1億7,884万8千円
（利用者数の増加に伴う扶助費の追加）

●新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  2,842万４千円
（新型コロナウイルスワクチン３回目接種の体制整備に伴う事業費の追加）

●ワクチン接種会場医療従事者派遣事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1,365万3千円
（新型コロナウイルスワクチン３回目接種実施に伴う医療従事者派遣に要する経費
の計上）

●公園管理事業‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥100万円
（ナラ枯れ被害拡大防止対策に伴う委託料の追加）

●小学校施設修理事業‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1,000万円
（小学校の施設修繕に係る修繕料の追加）

●基金管理事業‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1億2,000万円
（ふるさと応援寄附申込者数の増加に伴う基金積立金の追加）

特別会計 補正額 補正後の予算総額

学校給食センター事業特別会計 △227万５千円 ８億6,011万３千円

介護保険事業特別会計 △88万３千円 70億3,330万９千円

地
域
介
護
拠
点
整
備
事
業

	

陰
圧
装
置
は
、
市
内
施
設
に
何
箇
所

設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健

施
設
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に

そ
れ
ぞ
れ
１
台
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
事
業
所
の
１
施
設
に
５
台
設
置
し
て

お
り
、
５
施
設
で
９
台
設
置
さ
れ
て
い
る
。

※
陰
圧
装
置
と
は
…
室
内
空
気
を
フ
ィ
ル
タ
で

浄
化
後
、
屋
外
に
排
気
し
、
部
屋
を
陰
圧
す

る
こ
と
に
よ
り
、
病
原
体
等
が
室
外
に
漏
洩

す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
装
置
。

公
園
管
理
事
業

	

ナ
ラ
枯
れ
被
害
防
止
対
策
に
対
し
て
、

県
や
国
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

	

こ
の
度
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て
は
、
市
の
公
園
区
域
内
で
あ
る

た
め
補
助
は
な
く
、
一
般
財
源
と
な
る
。

※
ナ
ラ
枯
れ
と
は
…
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

が
穿せ

ん
に
ゅ
う入
し
、
病
原
菌
で
あ
る
「
ナ
ラ
菌
」
を

増
殖
さ
せ
る
こ
と
で
、
通
水
機
能
を
失
い
、

枯
死
さ
せ
る
樹
木
の
伝
染
病
。

定例会
12月

会期／
11月30日〜12月23日
24日間

フラス（穿入で生じた木くず）
が堆積した様子

03 82



　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
ご
逝
去
に
伴
い
、
そ
の
後
任
と
し

て
新
た
に
久
野
喜
作
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
新
任
】  

　
久
野
　
喜
作  

氏 （
龍
野
町
島
田
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
選
任
に
同
意

施
設
名
称	

本
龍
野
駅
観
光
交
流
施
設

指
定
す
る
団
体	

た
つ
の
市
観
光
協
会
・
県
民
交

流
広
場
「
や
さ
し
さ
を
育
む
ま

ち
小
宅
」
推
進
委
員
会
共
同
事

業
体

指
定
期
間	

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

	

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

	

こ
の
た
び
の
債
務
負
担
行
為
補
正
限

度
額
は
、
２
，３
１
０
万
円
で
計
上
さ
れ
て

お
り
、
３
年
前
と
比
較
し
て
90
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
増
額
さ
れ
た
理
由
は
。

	

主
な
理
由
と
し
て
は
人
件
費
で
あ
る
。

最
低
賃
金
額
が
10
月
か
ら
改
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
指
定
管
理
者
か
ら
人
件
費
改
定
案

が
あ
り
、
審
査
を
し
た
上
で
決
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
第
２
次
た

つ
の
市
総
合
計
画
の
う
ち
、
前
期
基
本

計
画
が
令
和
３
年
度
を
も
っ
て
期
間
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
を

始
期
と
す
る
後
期
基
本
計
画
の
策
定
の

土
台
と
な
る
基
本
構
想
に
つ
い
て
、
国

の
動
向
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
な
ど
、
策
定
当
時
に
想
定
で

き
な
か
っ
た
社
会
情
勢
等
の
変
化
へ
の

対
応
並
び
に
関
連
計
画
で
あ
る
「
た
つ

の
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
た
つ
の

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
改

訂
と
整
合
を
図
る
も
の
で
す
。

	

基
本
構
想
に
基
づ
き
計
画
を
実
施
し

て
い
き
、
５
年
ご
と
に
見
直
し
を
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
当
初
の
計
画
で
補
え
て
い

な
い
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
修
正
し
変
更

し
て
い
る
の
か
。

	
基
本
構
想
は
あ
く
ま
で
理
念
で
あ
り
、

大
き
な
方
向
性
を
示
し
て
お
り
、
実
施
段

階
に
お
い
て
は
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画

と
段
階
を
追
っ
て
、
施
策
評
価
等
を
行
い
、

優
先
順
位
を
踏
ま
え
な
が
ら
実
施
し
て
い

く
。

　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る

２
施
設
の
指
定
期
間
が
、
令
和
４
年
３

月
31
日
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
４
月
１
日
以
降
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

施
設
名
称	

道
の
駅
し
ん
ぐ
う

指
定
す
る
団
体	

株
式
会
社
共
立
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

指
定
期
間	

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

	

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

	

指
定
す
る
団
体
以
外
の
３
社
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
比
較
し
て
ど
こ
が
良

か
っ
た
の
か
。

	

安
定
的
な
経
営
に
つ
い
て
、
共
立
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
一
番
評
価
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
る
。 指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

た
つ
の
市
行
政
運

営
に
関
す
る
基
本

構
想
を
一
部
変
更

同
意
案
件

	

基
本
構
想
の
総
人
口
に
つ
い
て
は
、

外
国
人
も
含
め
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

更
に
外
国
人
を
増
や
す
よ
う
な
取
組
は
想

定
し
て
い
な
い
の
か
。

	

人
口
推
計
を
す
る
た
め
に
、
過
去
５

年
間
の
動
向
を
踏
ま
え
た
中
で
計
算
し
て

お
り
、
個
別
に
外
国
人
の
転
入
を
進
め
る

想
定
は
し
て
い
な
い
。

道の駅しんぐう

本龍野駅観光交流施設

0482



　

12
月
14
日（
火
）、
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
、

市
議
会
か
ら
市
長
に
対
し
以
下
の
２
点

に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
12
月
23
日
か
ら
支
給
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

※
支
給
日
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

市
長
に
要
望
書
を

提
出

12月定例会令和3年  第6回 

議案等の名称 議案の説明

市　

長　

提　

出　

議　

案

条　
　
　
　
　

例

たつの市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例制定について

令和３年12月に支給する期末手当について、市長にあっては
493,000円、副市長にあっては307,000円、教育長にあっ
ては175,000円をそれぞれ減額するもの

たつの市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

健康保険法施行令等の一部を改正する政令が令和３年８月
４日に公布され、出産一時金の支給額が404,000円から
408,000円に引き上げられたことに伴い、たつの市国民健
康保険条例について所要の改正を行うもの

たつの市行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について

たつの市福祉医療費助成条例及びたつの市高校生等医療費
助成事業実施要綱に基づき、高齢期移行者、重度障害者、高
齢重度障害者、乳幼児等、こども、母子家庭の母子等及び高
校生等を対象に実施している医療費の支給に関する事務に
ついて、個人番号を利用できるようにするため所要の改正を
行うもの

そ　

の　

他

たつの市行政運営に関する基本構想の一部変更について

4Pのとおり指定管理者の指定について（本龍野駅観光交流施設）

指定管理者の指定について（道の駅しんぐう）

令　

和　

３　

年　

度　

補　

正　

予　

算

たつの市一般会計補正予算（第１１号）

3Pのとおり

たつの市学校給食センター事業特別会計補正予算（第１号）

たつの市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）	

たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

たつの市下水道事業会計補正予算（第１号）

同　

意

たつの市固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めること
について

4Pのとおり

●令和３年第６回定例会　全員一致で可決等した議案

《
要
望
事
項
》

●
当
該
給
付
金
に
係
る
支
給
方
法
に

つ
い
て
、
全
額
を
現
金
給
付
と
す

る
こ
と

●
当
該
給
付
金
を
早
期
支
給
す
る
こ
と

05 82



KOICHI  MIKI

MASANORI  MUNEZANE

Q&A 共生社会の実現・観光施策について

Q&A 東觜崎駅周辺整備事業について

公
共
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

	

障
害
者
差
別
解
消
法
が
本
年
５

月
に
改
正
さ
れ
た
が
、
公
共
施
設
及

び
観
光
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
そ
の
際
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方

を
念
頭
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

公
共
施
設
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
、
段
差
解
消
75
％
、
車
椅

子
対
応
ト
イ
レ
62
％
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
41
％
が
整
備
済
み
で
あ
り
、
既
存

施
設
に
お
い
て
改
修
工
事
は
ま
だ
で

き
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
観
光
施

設
に
お
い
て
も
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
・
多

目
的
ト
イ
レ
・
貸
し
出
し
用
車
椅
子

の
設
置
等
随
時
改
善
し
て
い
る
。

安
全
・
安
心
な
生
活
環
境

	

高
齢
者
な
ど
へ
の
買
い
物
支
援

の
拡
充
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
コ
ミ
バ

ス
の
改
善
点
は
。

	

市
民
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
利

用
者
の
満
足
度
は
98
％
で
あ
り
、
目

的
地
の
追
加
等
を
検
討
し
て
い
る
。

東
觜
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て

	

事
業
計
画
を
踏
ま
え
今
後
の

予
定
に
つ
い
て

	

当
事
業
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

駅
前
広
場
・
周
辺
の
接
続
道
路
・
駐

輪
場
・
既
存
駅
舎
の
整
備
を
東
觜
崎

駅
周
辺
地
区
地
域
活
性
化
推
進
委
員

会
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
き
た
。

最
終
年
度
と
な
る
今
年
度
は
、
駅
舎

を
改
修
し
、
地
域
交
流
施
設
の
整
備

を
行
う
予
定
で
、
次
年
度
以
降
は
委

員
会
を
中
心
に
施
設
を
拠
点
に
地
域

の
活
性
化
・
課
題
等
の
解
決
に
協
働

で
取
り
組
ん
で
行
く
。

	

時
間
貸
し
駐
車
場
の
整
備
に
つ

い
て	

駅
周
辺
に
民
間
の
月
極
駐
車

場
は
あ
る
が
、
時
間
貸
し
駐
車
場

は
な
く
一
時
利
用
が
出
来
な
い
状
況

で
あ
る
。
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
月
極
駐
車
場
と
同
様
、
駅
周
辺

の
遊
休
地
の
有
効
活
用
等
、
民
間
活

力
に
よ
る
整
備
を
検
討
す
る
。

コ
ミ
バ
ス
も
満
足
度
82
％
で
あ
り
、

今
後
は
、
要
望
の
多
い
「
運
行
本
数

の
増
加
や
運
行
時
間
帯
の
見
直
し
」

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
施
策

	

観
光
ル
ー
ト
の
啓
発
や
集
客
で

き
る
拠
点
施
設
の
建
設
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
施
設
の
入
場
券
や

商
品
・
宿
泊
等
へ
の
割
引
制
度
な
ど

の
導
入
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

	

観
光
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
た
つ

の
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

お
い
て
複
数
紹
介
し
、
ま
た
、
超
小

型
モ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ン
タ
ル
事
業
・
県

作
成
の
西
播
磨
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ

ド
等
に
お
い
て
も
啓
発
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
４
箇
所
の
駐
車
場
整
備
に

よ
る
利
便
性
も
高
め
て
い
る
。
割
引

券
等
、
一
部
事
例
は
あ
る
が
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。
総
合
施
設
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

計
画
は
な
い
。
駐
車
場
で
の
青
空
市

場
等
を
検
討
し
て
い
る
。

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

	

市
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、

長
期
間
欠
席
し
て
い
る
子
供
た
ち
や

家
族
へ
の
対
応
・
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

	

原
因
や
理
由
の
把
握
、
現
況
確

認
の
た
め
に
家
庭
訪
問
や
定
期
的
な

連
絡
を
取
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
携
を
図

る
個
別
支
援
に
努
め
て
い
る
。

	

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
の

実
態
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
市
と
し
て
の
取
組
は
。

	

国
の
よ
う
な
一
律
の
調
査
は
難

し
い
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
実
態
調

査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
ひ
き
こ
も

り
の
要
因
は
多
種
多
様
で
、
市
関
係

各
課
が
情
報
を
共
有
し
、
支
援
策
を

協
議
す
る
「
た
つ
の
市
支
援
会
議
」

で
、
個
々
に
対
応
し
て
い
る
。
地
域

の
一
員
と
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
立

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
の
理
解
と
学

校
の
制
服
な
ど
の
校
則
に
つ
い
て

●
証
明
書
交
付
施
設
拡
大
に
つ
い
て

●
子
ど
も
や
保
護
者
が
コ
ロ
ナ
に
感

染
し
た
時
の
対
応
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
放
置
自
転
車
の
対
応
に
つ
い
て

●
不
登
校
の
原
因
・
理
由
・
現
況
把

握
・
小
中
学
校
卒
業
後
の
状
況
等

に
つ
い
て

三木 浩一 議員

宗實 雅典 議員
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YASUKO  KOEZUKA

AKIHIRO  KUSUNOKI

Q&A 人々が暮らしやすい市（まち）にするために

移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て

	

二
世
帯
住
宅
へ
の
改
装
ま
た
新

築
の
た
め
の
補
助
金
は
出
な
い
か
。

	

世
代
間
の
支
え
合
い
に
よ
る

子
育
て
環
境
や
高
齢
者
の
見
守
り
、

空
き
家
の
利
活
用
か
ら
有
効
と
認

識
し
て
い
る
。
現
行
の
促
進
施
策
に

加
え
、
多
世
代
同
居
・
近
居
の
促
進

に
繋
が
る
よ
う
な
事

業
の
実
施
に
向
け
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

	

御
津
区
域
の
公
共
交
通
の
問
題

で
住
民
の
声
を
反
映
し
課
題
解
決
に

結
び
つ
け
る
考
え
は
な
い
か
。

	

地
域
公
共
交
通
会
議
で
協
議

さ
れ
る
。
こ
れ
以
上
の
区
域
外
運
行

は
で
き
な
い
の
で
、
現
行
の
公
共
交

通
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

	

免
許
返
納
時
の
特
典
に
電
動
自

転
車
等
の
購
入
費
用
に
補
助
は
で
な

い
か
。
ま
た
必
要
性
に
応
じ
て
特
典

を
選
択
制
に
で
き
な
い
か
。

	

小
学
生
一
人
に
掛
か
る
教
材
費

は
給
食
費
を
含
め
て
年
額
約
８
万
円

と
聞
く
が
、
無
償
化
で
き
な
い
か
。

	

小
学
生
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
、
財
源
確
保
を
検
討
し
た
上

で
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

	

池
田
市
が
乗
用
車
を
無
償
貸
与

し
て
い
る
よ
う
に
、
市
内
事
業
所
の

ダ
イ
ハ
ツ
等
の
協
力
を
得
た
子
育
て

支
援
施
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

	

平
成
28
年
以
降
、
た
つ
の
市
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
子
育

て
を
中
心
と
し
た
事
業
に
賛
同
さ
れ

る
市
内
約
20
企
業
か
ら
寄
付
い
た
だ

き
、
施
策
に
活
用
し
て
い
る
。

	

出
生
数
が
こ
の
よ
う
な
状
況
で

あ
れ
ば
、
小
学
校
の
統
合
も
広
域
化

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

	
地
域
や
保
護
者
の
理
解
を
得

な
が
ら
広
域
的
な
統
合
を
検
討
し
て

い
く
。
併
せ
て
小
中
一
貫
教
育
も
推

進
し
て
い
く
。

	

運
転
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
高

齢
者
の
身
体
的
能
力
の
可
否
判
断
が

難
し
い
こ
と
か
ら
助
成
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。
特
典

の
選
択
制
に
つ
い
て
は

検
討
中
で
あ
る
。

男
女
格
差
に
つ
い
て

	

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
対
す
る
現

状
と
、
今
後
の
市
の
取
組
に
つ
い
て

問
う
。

	

審
議
会
な
ど
政
策
提
案
の
場

へ
の
女
性
が
占
め
る
割
合
は
低
い
が

市
職
員
の
管
理
職
の
割
合
は
高
い
。

積
極
的
な
女
性
管
理
職
の
登
用
に
努

め
啓
発
を
進
め
て
い
る
。

	

補
助
金
を
出
し
て
各
自
治
会
の

決
定
機
関
に
お
い
て
女
性
を
増
や
す

取
組
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
	

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

が
、
女
性
が
主
体
的
に
活
躍
で
き
る

よ
う
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

	

男
女
共
同
参
画
の
拠
点
施
設
や

条
例
の
設
置
の
考
え
は
な
い
か
。

	

現
在
、
人
権
推

進
課
で
対
応
し
て
い

る
。
今
後
関
係
団
体

等
と
も
議
論
を
進
め

研
究
し
て
い
く
。

	

年
金
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
年

金
受
給
の
選
択
範
囲
の
上
限
が
75
歳

ま
で
に
な
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
働
こ
う

と
す
る
方
が
増
え
る
と
考
え
る
が
、

雇
用
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。

	

市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
野

と
雇
用
対
策
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

高
齢
者
を
含
む
多
様
な
人
材
の
活
躍

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

連
携
を
深
め
、
市
内
企
業
の
人
材
確

保
対
策
に
努
め
て
い
き
た
い
。

	

野
見
宿
禰
神
社
一
帯
を
本
市
の

文
化
資
源
と
し
て
発
信
す
る
た
め
に

は
、
文
化
財
指
定
す
べ
き
で
な
い
か
。

	

文
化
財
指
定
す
る
に
は
、
ま
ず

申
請
者
を
特
定
し
、
申
請
を
受
け
付

け
る
か
ど
う
か
か
ら
始
め
た
い
。

	

龍
野
Ｉ
Ｃ
南
地
域
の
道
路
整
備

に
つ
い
て

	

今
年
度
中
の
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
設
立
を
目
指
し
て
お
り
、
南
北
幹

線
道
路
の
４
車
線
化
は
、
事
業
全
体

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
勘
案
し
、
兵
庫

県
へ
要
望
や
調
整
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
３
回
目
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

●
選
挙
後
の
市
民
へ
の
あ
い
さ
つ
行

為
の
禁
止
に
つ
い
て

肥塚 康子 議員

楠　 明廣 議員

Q&A 令和２年度たつの市全体の出生数が
386人であることについて考える
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MINA  WADA

KAZUO  AKAGI

Q&A 女性の意見が発信しやすいまちへ／
市民の活動をもっと観光振興に生かす

Q&A たつの市総合計画「人口ビジョン」に示された取組について

女
性
の
活
躍
推
進
と
「
女
性
リ
ー

ダ
ー
」
の
育
成
に
つ
い
て

	

女
性
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
地
域

を
創
っ
て
い
く
こ
と
は
、
地
方
創
生

や
少
子
化
対
策
を
考
え
る
重
要
な
鍵

と
な
る
。
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や

交
流
も
含
め
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な

取
組
が
必
要
と
考
え
る
か
。

	

本
市
に
は
す
で
に
多
数
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
今
年

８
月
に
市
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に
ご
参
集
い
た

だ
き
「
た
つ
の
市
女
性
活
躍
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
を
開
催
し
た
。
参
加

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の

共
通
認
識
を
持

た
れ
た
。
今
後
も

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

　
総
合
計
画
の
答
申
に
関
す
る
新
聞

記
事
の
中
で
、
市
長
が
「
た
つ
の
ら

し
さ
を
大
切
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
今
後
、
市

民
の
思
う
「
た
つ
の
ら
し
さ
」
を
追

求
し
、
独
自
性
の
創
出
に
つ
な
が
る

よ
う
な
取
組
に
つ
い
て
以
下
を
問
う
。

	

少
子
高
齢
化
社
会
が
、
想
定
以

上
に
進
行
し
て
い
る
現
状
か
ら
。
た

つ
の
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
示
さ
れ
た

取
組
に
つ
い
て
、
現
在
行
っ
て
い
る

少
子
化
対
策
で
、
対
応
可
能
と
考
え

て
い
る
か
。

	

現
行
の
施
策
は
、
結
婚
を
し

た
人
を
対
象
と
し
た
、
女
性
の
共
働

き
、
育
児
と
の
両
立
支
援
に
集
中
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
今
後
は

日
本
独
特
の
倫
理
観
を
変
え
る
よ
う

な
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
施
策
を
国
と

地
方
自
治
体
と
が
連
携
し
て
取
り
組

む
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

	

若
者
の
流
出
抑
止
施
策
に
つ

い
て

議
を
続
け
て
行
き
、
参
加
者
を
増
や

し
て
、
行
政
と
の
つ
な
が
り
を
増
や

し
、
女
性
が
各
方
面
で
活
躍
で
き
る

よ
う
な
取
組
を
進
め
て
行
き
た
い
。

市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

	

市
内
に
は
多
く
の
地
域
資
源

や
観
光
資
源
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
学

び
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
沢
山
の
団
体
が

活
動
さ
れ
て
い
る
。
文
化
や
芸
術
な

ど
を
生
か
し
観
光
に
結
び
つ
け
る
活

動
団
体
に
つ
い
て
は
、
観
光
振
興
課

と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
団
体
間
の

横
の
連
携
も
取
り
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

	

市
内
に
は
社
会
教
育
活
動
を
さ

れ
て
い
る
団
体
が
約
１
０
０
以
上
あ

る
。
そ
の
中
で
、
観
光
振
興
に
役
立
つ

よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

と
は
連
携
を
取
っ
て
、
支
援
も
し
て
い

る
。
今
後
、
観
光
の
側
面
を
持
つ
団
体

が
横
の
連
携
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

の
グ
ル
ー
プ
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

へ
の
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

	

若
者
定
住
促
進
住
宅
取
得
支
援

事
業
、
地
縁
者
住
宅
・
新
規
居
住
者
住

宅
等
の
特
別
指
定
区
域
制
度
、
ま
る

ご
と
就
職
支
援
事
業
、
企
業
立
地
奨

励
事
業
、
創
業
支
援
事
業
等
が
あ
る
。

　

次
年
度
以
降
は
、
大
学
生
へ
の
奨

学
金
に
つ
い
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
場

合
に
は
、
返
済
に
係
る
支
援
等
を
検

討
し
た
い
。

定
住
促
進
・
空
き
家
対
策
を
進
め
、

魅
力
的
な
住
環
境
の
整
備
を
図
る
取

組
に
つ
い
て
伺
う
。

	

移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
事
業

の
効
果
は
ど
う
か
。

	

転
入
者
住
宅
取
得
奨
励
金
や
若

者
住
宅
取
得
奨
励
金
の
事
業
実
施
に

よ
り
、
子
供
子
育
て
世
代
に
お
け
る

転
入
超
過
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
魅
力
的
な
施
策
と
考
え
る
。

	

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
の
活
用

実
態
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
者
の

現
状
は
ど
う
か
。

	

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談

件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
は
、

登
録
物
件
数
、
登
録
者
数
、
成
約
件

数
と
も
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
宮
内
川
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て

●
通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ

い
て

和田 美奈 議員

赤木 和雄 議員

女
性
活
躍
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
様
子

転
入
者
住
宅
取
得
奨
励
金
50
万
円

若
者
住
宅
取
得
奨
励
金　

30
万
円
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YUZURU  HORI

Q&A 市長の選挙公約について

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

	

新
変
異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」

の
感
染
が
世
界
で
広
が
っ
て
い
る
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

	

２
回
目
接
種
完
了
後
、
８
ヶ
月

以
上
経
過
し
た
人
を
対
象
に
、
令
和

４
年
９
月
30
日
ま
で
に
実
施
す
る
計

画
を
進
め
て
い
る
。
医
療
従
事
者
の

方
は
12
月
21
日
よ
り
開
始
予
定
で
あ

る
。
そ
の
他
の
市
民
の
方
は
、
高
齢

者
か
ら
順
に
、
２
月
よ
り
接
種
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
る
。

	

感
染
防
止
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
拡
充
だ
と
言
っ
て
き
た
。
そ
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

	

検
査
の
頻
度
、
責
任
の
有
無
、

費
用
等
の
問
題
か
ら
症
状
の
無
い
人

は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
自
覚
症
状
の

あ
る
人
の
受
診
体
制
は
整
え
て
お
り
、

医
療
機
関
名
も
公
表
さ
れ
て
い
る
の

で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
ほ
し
い
。

子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

	

給
食
費
の
無
料
化
の
公
約
が

あ
る
。
中
学
校
は
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
小
学
校
・
こ
ど
も
園
等
は
、
何

時
ご
ろ
無
料
化
さ
れ
る
の
か
。

	

小
学
校
に
お
け
る
食
材
に
係

る
会
計
の
整
理
、
こ
ど
も
園
等
の
給

食
費
に
お
け
る
公
立
と
民
間
、
１
号

認
定
と
２
号
認
定
の
差
異
な
ど
、
公

平
性
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
諸
条

件
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可

能
な
財
源
の
確
保
を
検
討
の
上
、
段

階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
・
障
害
者
に
つ
い
て

	

高
齢
者
・
障
害
者
の
社
会
参
加

を
謳
わ
れ
て
い
る
。
無
料
タ
ク
シ
ー

券
の
活
用
が
有
効
だ
と
考
え
る
が
、

事
業
拡
充
の
考
え
は
な
い
か
。
	

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
事
業
、
障
害

者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
、
高
齢
者
お

で
か
け
支
援
事
業
等
で
外
出
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、

利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
の
拡
充

●
学
校
の
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

●
地
域
で
支
え
る
子
育
て
施
策

●
高
齢
者
・
障
害
者
の
安
心
で
き
る

居
場
所
づ
く
り

堀　　讓 議員

1
月	

7
日
（
金
）	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	

18
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

議
員
研
修
会

	
	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	
21
日
（
金
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

	
	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
市
民
意
見
交
換
会

11
月	

５
日
（
金
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

9
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	

16
日
（
火
）	

第
５
回
臨
時
会

	

24
日
（
水
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	
	

経
済
建
設
常
任
委
員
会

	

30
日
（
火
）	

第
６
回
定
例
会
（
第
１
日
）

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

12
月	

6
日
（
月
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

	

7
日
（
火
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

8
日
（
水
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

9
日
（
木
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

14
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

16
日
（
木
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

第
６
回
定
例
会
（
第
２
日
・
一
般
質
問
）

	

17
日
（
金
）	

第
６
回
定
例
会
（
第
３
日
・
一
般
質
問
）

	
	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	

21
日
（
火
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

議
会
運
営
委
員
会

	

23
日
（
木
）	

第
６
回
定
例
会
（
第
４
日
）
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所管事務調査

総務生活常任委員会

福祉文教常任委員会

経済建設常任委員会

実 施 日：	令和３年10月13日（水）
調査事項：	たつの市一般廃棄物最終処分場について

実 施 日：	令和３年10月6日（水）
調査事項：	屋内運動場の雨漏り状況について

実 施 日：	令和３年12月6日（月）
調査事項：	「野見宿禰」を活かした観光振興について

　委員会では、所管する事務について調査を行い、
その成果を本会議から付託された議案等の審査に
活かしています。

Ｑ	 最終処分場の延命化について、今の予想ではあとど
のくらい使用できるのか。
Ａ	 年間搬入量が760tであり、そこから搬出し、500t
程が残ると考えると、後30年程度は持つと計算している。
Ｑ	 今後30年の中で、処理施設をどのように更新してい
くかというスケジュールはあるのか。
Ａ	 具体的に何年というのはないが、施設維持管理業務
の委託先に、今の運転状況を聞き、早めに修繕を重ねな
がら対応している。

Ｑ	 屋内運動場は雨の日に使用するもので、また避難所
にもなることから、雨漏りはあってはならないこと。雨漏
りしている施設について今後どのように対応するのか。
Ａ	 現在５施設で雨漏りが発生しており、応急処置とし
て雨漏りを止める作業を進める。大規模修繕について
は、予算と時間を要することから、12月補正又は新年度
予算で対応していく。

Ｑ	 野見宿禰は本市において重要な財産だが、現状で
はどのような課題があると考えているのか。
Ａ	 本市の名前の由来ともなった野見宿禰を、広く周知
出来てないところが課題と考える。
　野見宿禰をＰＲするため、お土産など、たつのの起源が
分かるような取組みも考えていきたい。
Ｑ	 野見宿禰神社に上がる石の階段などが古くなってい
るが、改修するにも市は政教分離の関係でお金を出せな
いということなら、文化財指定する等、他に何か検討は
進んでいるのか。
Ａ	 遊歩道などについては、国有林のため営林署に対し
て整備出来ないか要望している。また、文化財の指定等
については、教育事業部とも連携し、発展的なことが出
来ないか模索していきたい。

≪主な質疑内容≫

≪主な質疑内容≫

≪主な質疑内容≫

report

委員会委員会

report
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あなたも国や地方公共団体に
意見・要望することができます！
　市民の皆さんがお困りになっていることや意見・要望を国や地方公共団体に反映
させる１つの方法として、市議会へ請願書や陳情書を提出する制度があります。

　取扱いとしては、議会運営委員会の判断のもと、常任委員会等で審査し、本会議で採否を決定します。また、提出の
時期については、議会開会に際して開催される議会運営委員会（定例会初日の原則１週間前）の前日の午後５時まで
に受理した請願（陳情）は、当該議会に付議します。それ以降に受理した請願（陳情）は、次回の議会に付議します。

国民に認められた憲法上の権利の一つ（第16条）で、国や地方公共団体の機関に
対して意見や要望を述べることで、提出には紹介議員が必要になります。請願とは

陳情の目的は請願と同じですが、請願ほどの法的根拠はなく、紹介議員を必要としま
せん。本市議会においては、提出者の住所が市内で、かつ、直接議会事務局に陳情書
を持参し、趣旨説明があったもののみ、議会運営委員会でその取扱いを諮ります。

陳情とは

解説するよ！ とと ってって請願 陳情

できるんじゃよ

取扱い及び提出時期について

請願書・陳情書
参 考 書 式

議　

長　

が　

受　

理

議
会
運
営
委
員
会
で
取
扱
い
を
決
定

付
議
す
る

付
議
し
な
い

本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
に
付
託

議
員
に
写
し
を
配
布

委　

員　

会　

で　

審　

査

本　

会　

議　

へ　

結　

果　

報　

告

本　

会　

議　

に　

お　

い　

て　

議　

決

採　

   

択

不　

採　

択

請
願
・
陳
情
者
に
結
果
を
通
知

請願書
令和　年　月　日

たつの市議会議長
　○○○○○様

　　請願人　住所△△△△△
氏名○○○○○

　　紹介議員氏名○○○○○

○○○○に関する請願書

1．請願の趣旨

2．請願事項

陳情書
令和　年　月　日

たつの市議会議長
　○○○○○様

　　陳情人　住所△△△△△
氏名○○○○○

○○○○に関する陳情書

1．陳情の趣旨

2．陳情事項

請願・陳情の基本的な取扱いの流れ 陳情：請願：

※採択になった請願・陳情は、その内容に応じて、市長その他の関係機関で処理することが必要なものは、関係機関へ送付
します。また、国・県への意見書提出を求める請願・陳情の場合は、国・県へ意見書を提出します。
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月定例会のお知らせ（予定）3
定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。お気軽に傍聴にお越しください。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

2/27 28 3/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 4/1 2

本会議第1日

総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

本会議第2日
全体会

全体会

（一般質問）
本会議第3日

（一般質問）
本会議第4日

本会議第5日

　平成5年に開園した世界の梅公園。園内では日本・中国・台湾・韓国など世
界の梅、約315品種（約1,250本）を楽しむことができます。展望台からは
青い空と瀬戸内海が一望でき、毎年2月11日には「みつ梅まつり」が開催され
る、たつの市の観光スポットの一つです。

　国道250号の入り口から1,500メートル先の山頂の唐梅閣、尋梅館を目指し
登り始めるとすぐに紅白の梅とウグイス、メジロが出迎えてくれます。一本一本
の木に名前がついていて、こんなにも種類があるのかと驚かされます。
　山頂からは、たつのの町や瀬戸内海が一望できます。瀬戸内海に沈む夕日は
必見です。

橋本　清 さん（御津町）

デ
ス
ク
メ
モ

　

新
し
い
年
が
明
け
、
最
初
の
市
議
会

だ
よ
り
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
も
多
か
っ
た
年
で
し
た
。
今

年
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
拡
大
し

て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
と
向
き
合
い
、

医
療
と
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
感
染
症
対
策
を
怠
ら
ず
に
共
存
し
て

い
く
こ
と
を
一
人
一
人
が
意
識
し
て
生

活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感

じ
ま
す
。
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
終
息
し

明
る
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
改
選
の
年
と
な
り
、
４

月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
議
員
定
数
が
２
名
減
り
20
名

と
な
り
ま
す
が
、
当
委
員
会
と
し
て
も
市

民
の
皆
様
に
市
議
会
の
様
子
を
わ
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
、
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
の
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
く

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

委
員
長　

柏
原　
　

要

副
委
員
長　

肥
塚　

康
子

委　
　

員　

堀　
　
　

讓

委　
　

員　

宗
實　

雅
典

委　
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　市民の皆さまのお気に入りの「たつの
市のこみち」写真を募集中！ 採用されれ
ば、弊紙の表紙写真になります。
　こみち写真に「＃（ハッシュタグ）赤とんぼ
のこみち」を付けて、インスタグラム、
ツイッターに投稿してください。

《条件》
・たつの市内のこみちを写したもの
・縦長写真	 ・300万画素数以上
・人物の場合は個人が特定できないもの
詳しくは、議会事務局まで。

　議会広報調査特別委員会では、見やす
くわかりやすい紙面づくりに取り組んで
います。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせいた
だき、今後の議会だよりの編集に反映し
たいと考えています。ご意見は議会事務
局までお寄せください。

スマホ・タブレットはこちらから →

パソコンやスマホ・タブレットで録画映像を見よう!!

世界の梅公園（御津自然観察公園）
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